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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成31年1月17日(2019.1.17)

【公開番号】特開2017-100224(P2017-100224A)
【公開日】平成29年6月8日(2017.6.8)
【年通号数】公開・登録公報2017-021
【出願番号】特願2015-234262(P2015-234262)
【国際特許分類】
   Ｂ２５Ｆ   5/00     (2006.01)
   Ｂ２４Ｂ  23/00     (2006.01)
   Ｂ２４Ｂ  49/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２５Ｆ    5/00     　　　Ｃ
   Ｂ２５Ｆ    5/00     　　　Ｇ
   Ｂ２４Ｂ   23/00     　　　Ｃ
   Ｂ２４Ｂ   49/16     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月28日(2018.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブラシレスモータと、
　外部交流電源と接続可能な電源接続部と、
　該外部交流電源から出力される交流電圧を整流及び平滑し、該外部交流電源の周波数の
２倍の周波数で変動する変動直流電圧に変換して出力する変換回路部と、
　該変換回路部が出力する該変動直流電圧を該ブラシレスモータに印加するインバータ回
路部と、
　該ブラシレスモータの回転数を目標回転数に近づける定回転数制御を行うモータ制御手
段と、を備え、
　該ブラシレスモータが無負荷状態の場合において、該目標回転数は該ブラシレスモータ
に電流が流れない無通電区間が発生しないように設定されることを特徴とする電動工具。
【請求項２】
　該変換回路部は、
　該外部交流電源から出力される該交流電圧を整流し整流後の整流電圧を出力する整流回
路と、
　該整流電圧が変動するように平滑する平滑コンデンサと、を備えることを特徴とする請
求項１に記載の電動工具。
【請求項３】
　該ブラシレスモータの回転数を設定するための操作部と、
　該操作部によって設定された設定回転数又は該操作部の被操作量に応じて該ブラシレス
モータの回転数を制御する回転数制御手段と、を備え、
　該ブラシレスモータが無負荷状態の場合において、該回転数制御手段は、該設定回転数
が所定回転数を超えている場合又は該被操作量が所定量を超えている場合に該設定回転数
又は該被操作量にかかわらず該無通電区間が発生しないよう該ブラシレスモータの回転数
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の上限を制限することを特徴とする請求項２に記載の電動工具。
【請求項４】
　該回転数制御手段は、該設定回転数が該所定回転数を超えていない場合又は該被操作量
が所定量を超えていない場合には、該設定回転数又は該被操作量が大きくなるに従い該ブ
ラシレスモータの回転数を高くすることを特徴とする請求項３に記載の電動工具。
【請求項５】
　該回転数制御手段は、該ブラシレスモータが該無負荷状態でない場合、該設定回転数又
は該被操作量に応じて該ブラシレスモータの回転数を制御することを特徴とする請求項３
又は４に記載の電動工具。
【請求項６】
　該ブラシレスモータが無負荷状態であるか否かを判別する無負荷判別手段を備え、
　該回転数制御手段は、該無負荷状態である場合、該設定回転数又は該被操作量にかかわ
らず該ブラシレスモータが該所定回転数以下で回転するように該ブラシレスモータを制御
することを特徴とする請求項３～５のいずれか１項に記載の電動工具。
【請求項７】
　該回転数制御手段は、該無負荷状態であり、且つ、該設定回転数が該所定回転数を超え
ている場合又は該被操作量が該所定量を超えている場合、該所定回転数で該ブラシレスモ
ータが回転するように該ブラシレスモータを制御することを特徴とする請求項６に記載の
電動工具。
【請求項８】
　該無負荷判別手段は、該ブラシレスモータに流れる電流に基づいて該ブラシレスモータ
が該無負荷状態であるか否かを判別することを特徴とする請求項６に記載の電動工具。
【請求項９】
　該平滑コンデンサは、該ブラシレスモータが該所定回転数超で回転した場合又は該被操
作量が該所定量を超える場合は該変動直流電圧の最小値が該ブラシレスモータに発生する
誘起電圧以下となり且つ該ブラシレスモータが該所定回転数以下で回転している場合は該
最小値が該誘起電圧よりも高くなるように該整流電圧を平滑することを特徴とする請求項
３又は４に記載の電動工具。
【請求項１０】
　該平滑コンデンサの容量は、１８０μＦ以下であることを特徴とする請求項２又は９に
記載の電動工具。
【請求項１１】
　モータと、
　該モータの回転数を設定するための操作部と、
　該操作部の被操作量に基づいて、該モータの回転数を第１回転数から該第１回転数より
も大きい第２回転数までの範囲において制御する回転数制御手段と、を備える電動工具で
あって、
　該モータの該回転数は、
　　該モータが無負荷状態である場合、該被操作量が第１量から該第１量よりも多く第２
量よりも少ない第３量まで増加するに従って、該第１回転数から該第１回転数よりも大き
く該第２回転数よりも小さい第３回転数まで増加し、該被操作量が該第３量から該第２量
まで増加する間、該第３回転数以下に制限されることを特徴とする電動工具。
【請求項１２】
　該モータの該回転数は、該無負荷状態である場合において、該被操作量が該第３量から
該第２量まで増加する間、該第３回転数に維持され、
　該回転数制御手段は、該モータが負荷状態である場合、該操作部によって設定された設
定回転数又は該操作部の被操作量に応じて該モータの回転数を制御することを特徴とする
請求項１１に記載の電動工具。
【請求項１３】
　ブラシレスモータと、
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　外部交流電源と接続可能な電源接続部と、
　該外部交流電源から出力される交流電圧を整流及び平滑し、該外部交流電源の周波数の
２倍の周波数で変動する変動直流電圧に変換して出力する変換回路部と、
　該変換回路部が出力する該変動直流電圧を該ブラシレスモータに印加するインバータ回
路部と、を備え、
　該ブラシレスモータが無負荷状態である場合には該ブラシレスモータに電流が流れない
無通電区間が発生しない回転数で該ブラシレスモータを駆動可能にすると共に、該ブラシ
レスモータが有負荷状態では該無負荷状態よりも該回転数を上昇させて該ブラシレスモー
タを駆動可能に構成したことを特徴とする電動工具。
【請求項１４】
　該ブラシレスモータの回転数を設定するための操作部を備え、
　該操作部によって設定された設定回転数又は該操作部の被操作量にかかわらず該ブラシ
レスモータに電流が流れない無通電区間が発生しない回転数になるよう該回転数の上限を
制限するように構成したことを特徴とする請求項１３に記載の電動工具。
【請求項１５】
　該操作部によって設定された設定回転数又は該操作部の被操作量に応じて該ブラシレス
モータの回転数の上限を制限するように該ブラシレスモータを制御する回転数制御手段を
備え、
　該回転数制御手段は、該ブラシレスモータが無負荷状態であり、且つ、該設定回転数が
所定回転数を超えている場合又は該被操作量が所定量を超えている場合、該設定回転数又
は該被操作量にかかわらず該ブラシレスモータの回転数の上限を制限するように又は該所
定回転数で該ブラシレスモータが回転するように、該ブラシレスモータを制御することを
特徴とする請求項１４に記載の電動工具。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するために本発明は、ブラシレスモータと、外部交流電源と接続可能な
電源接続部と、該外部交流電源から出力される交流電圧を整流及び平滑し、該外部交流電
源の周波数の２倍の周波数で変動する変動直流電圧に変換して出力する変換回路部と、該
変換回路部が出力する該変動直流電圧を該ブラシレスモータに印加するインバータ回路部
と、該ブラシレスモータの回転数を目標回転数に近づける定回転数制御を行うモータ制御
手段と、を備え、該ブラシレスモータが無負荷状態の場合において、該目標回転数は該ブ
ラシレスモータに電流が流れない無通電区間が発生しないように設定されることを特徴と
する電動工具を提供している。この構成によると、無負荷状態（無負荷時）の騒音を低減
することができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記構成において、該ブラシレスモータの回転数を設定するための操作部と、該操作部
によって設定された設定回転数又は該操作部の被操作量に応じて該ブラシレスモータの回
転数を制御する回転数制御手段と、を備え、該ブラシレスモータが無負荷状態の場合にお
いて、該回転数制御手段は、該設定回転数が所定回転数を超えている場合又は該被操作量
が所定量を超えている場合に該設定回転数又は該被操作量にかかわらず該無通電区間が発
生しないよう該ブラシレスモータの回転数の上限を制限することが好ましい。このような
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構成によると、無負荷状態である場合にモータの回転数（実回転数）の上限を制限するこ
とができる。このため、モータの回転数の上限を大きな騒音が発生しない回転数に制限す
ることで、無負荷状態（無負荷時）の騒音を低減することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記構成において、該回転数制御手段は、該設定回転数が該所定回転数を超えていない
場合又は該被操作量が所定量を超えていない場合には、該設定回転数又は該被操作量が大
きくなるに従い該ブラシレスモータの回転数を高くすることが好ましい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、該回転数制御手段は、該ブラシレスモータが該無負荷状態でない場合、該設定回
転数又は該被操作量に応じて該ブラシレスモータの回転数を制御することが好ましい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、該ブラシレスモータが無負荷状態であるか否かを判別する無負荷判別手段を備え
、該回転数制御手段は、該無負荷状態である場合、該設定回転数又は該被操作量にかかわ
らず該ブラシレスモータが該所定回転数以下で回転するように該ブラシレスモータを制御
することが好ましい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、該回転数制御手段は、該無負荷状態であり、且つ、該設定回転数が該所定回転数
を超えている場合又は該被操作量が該所定量を超えている場合、該所定回転数で該ブラシ
レスモータが回転するように該ブラシレスモータを制御することが好ましい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　このような構成によると、無負荷状態であり、且つ、設定回転数が所定回転数を超えて
いる場合又は被操作量が該所定量を超えている場合、所定回転数以下の回転数範囲におい
て最大回転数である所定回転数でブラシレスモータが回転するようにブラシレスモータを
制御する。このため、無負荷状態から作業を開始して無負荷状態でない状態（有負荷状態
）となった場合にブラシレスモータの回転数を短時間で設定回転数まで上昇させることが
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でき、作業効率を向上させることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、該無負荷判別手段は、該ブラシレスモータに流れる電流に基づいて該ブラシレス
モータが該無負荷状態であるか否かを判別することが好ましい。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　また、該変換回路部は、該交流電圧を整流し整流後の整流電圧を出力する整流回路と、
該整流電圧が変動するように平滑する平滑コンデンサと、を有することが好ましい。また
、該平滑コンデンサは、該ブラシレスモータが該所定回転数超で回転した場合又は該被操
作量が該所定量を超える場合は該変動直流電圧の最小値が該ブラシレスモータに発生する
誘起電圧以下となり且つ該ブラシレスモータが該所定回転数以下で回転している場合は該
最小値が該誘起電圧よりも高くなるように該整流電圧を平滑することが好ましい。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　このような構成によると、ブラシレスモータの回転数が所定回転数以下で回転している
状態又は被操作量が所定量以下の状態では、無通電期間が発生せず、回転数脈動の変動幅
も小さいため、顕著な騒音は発生しない。また、仮に、ブラシレスモータの回転数が所定
回転数超となった場合には、無通電期間が生じて回転数脈動が発生し、騒音が顕著となる
が、無負荷状態においては、ブラシレスモータの回転数は所定回転数以下に制限されてい
るため、顕著な騒音が発生することを抑制できる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　上記課題を解決するために本発明はさらに、ブラシレスモータと、外部交流電源と接続
可能な電源接続部と、該外部交流電源から出力される交流電圧を整流及び平滑し、該外部
交流電源の周波数の２倍の周波数で変動する変動直流電圧に変換して出力する変換回路部
と、該変換回路部が出力する該変動直流電圧を該ブラシレスモータに印加するインバータ
回路部と、を備え、該ブラシレスモータが無負荷状態である場合には該ブラシレスモータ
に電流が流れない無通電区間が発生しない回転数で該ブラシレスモータを駆動可能にする
と共に、該ブラシレスモータが有負荷状態では該無負荷状態よりも該回転数を上昇させて
該ブラシレスモータを駆動可能に構成したことを特徴とする電動工具を提供している。こ
の構成によると、無負荷状態（無負荷時）の騒音を低減することができる。また、有負荷
状態（有負荷時）の作業を効率的に行うことができる。
【手続補正１３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　また、上記構成において、該ブラシレスモータの回転数を設定するための操作部を備え
、該操作部によって設定された設定回転数又は該操作部の被操作量にかかわらず該ブラシ
レスモータに電流が流れない無通電区間が発生しない回転数になるよう該回転数の上限を
制限するように構成することが好ましい。このような構成によると、無負荷状態である場
合にモータの回転数（実回転数）の上限を制限することができる。このため、モータの回
転数の上限を大きな騒音が発生しない回転数に制限することで、無負荷状態（無負荷時）
の騒音を低減することができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　上記構成において、該操作部によって設定された設定回転数又は該操作部の被操作量に
応じて該ブラシレスモータの回転数の上限を制限するように該ブラシレスモータを制御す
る回転数制御手段を備え、該回転数制御手段は、該ブラシレスモータが無負荷状態であり
、且つ、該設定回転数が所定回転数を超えている場合又は該被操作量が所定量を超えてい
る場合、該設定回転数又は該被操作量にかかわらず該ブラシレスモータの回転数の上限を
制限するように又は該所定回転数で該ブラシレスモータが回転するように、該ブラシレス
モータを制御することが好ましい。
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